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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
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Upper airways and sleep-breathing changes in skeletal Class II children post-
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被験者として、対照群（年齢 9.8 + 1.4 歳; BMI 17.6 + 2.1;骨格性 I 級）の 19 人と患者






治療開始時（FKO 装着下、T1）、FKO による治療１年経過時（FKO 非装着、T2）の側面頭部





を用いた。患者群では、T0, T1, T2 の３時点での計測を行い、対照群に対しては、計測を
１回行った。睡眠呼吸機能評価には、以下の指標を使用した。 
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判  定  合  格 
 
  上記３名の審査委員会委員全員が出席のうえ、平成 29 年 07 月 19 日の第 3 回広島大学研究
科発表会（歯学）及び平成 29 年 11 月 10 日本委員会において最終試験を行い、主として次の
試問を行った。 
 
１）機能的矯正装置の使用が気道形態および呼吸機能に与える影響について 
２）機能的矯正装置治療後の後戻りと長期使用のデメリットについて 
３）機能的矯正装置装着時の舌骨位置の変化の意義について 
４）下顎骨の移動量と気道形態および呼吸機能変化との相関について 
５）閉塞性睡眠時無呼吸症候群 診断へのスリープモニターの適用について 
 
  これらに対して極めて適切な解答をなし、本委員会が本人の学位申請論文の内容及び関係事
項に関する本人の学識について試験した結果、全員一致していずれも学位を授与するに必要な
学識を有するものと認めた。 
 
 
 
 
